
 

 

令和４年度 阿倍野区教育会議における 

令和５年度施策・方針に向けた主な意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回教育会議（令和 4年 7月 28日開催）、 

第 2回教育会議（令和 4年 9月 27日開催）における委員からのご意見等 

 

〇音楽体感事業について 

 学校に出向いて行うことは、多くの子どもが参加できるのでいいことだと思う。 

 中学校でも実施してほしいとの声があるようだが、できるだけ対応してあげてほしい。 

→ ニーズに応えられるよう、予算編成等対応を検討してまいります。 

 

〇体力向上支援事業について 

 回数の増加を希望する学校があるとのことだが、できるだけ対応してあげてほしい。 

→ 事業の充実に向けて、予算編成等対応を検討してまいります。 

 

〇教員サポート講習会（ＩＣＴ）について 

 ＩＣＴ教育をするための講習会について、「役にたった」、「勉強になった」など、実際に

受講した教員からの意見を聞いて、ニーズにあった講習会を行ってほしい。 

  → 区が講師の手配を行った講習会については、受講された方の意見を聞いてよりよい

ものとなるよう対応してまいります。 

 

〇教員の人材確保について 

 教員のなり手不足と資質向上という課題がある。 

 現場で頑張っている教員に光をあてて、教員のモチベーション向上につながるような取

組みを行ってほしい。 

  → 区として頑張る教員の取組みについて、広報を行うなど、活動の後方支援を行ってま

いります。 

    なお、本市では、教員の資質向上などを目的に令和６年度に大阪教育大学天王寺キャ

ンパス内に大阪市総合教育センター（仮称）を開設する予定となっています。開設に伴

い、大阪教育大学との関りが強くなる状況を活用し、学生に本市の教員をめざしてもら

えるよう取組みを進めると聞いております。 

 

〇虐待の取組みについて 

 数値的な分析は難しいと思うが、事業実施の手ごたえを得るためにも成果検証をすすめ

てほしい。 

  → 児童虐待防止事業では、重大な事故に至る前に虐待リスクの高いこどもを早期に発

見し、行政サービスや関係機関へつなぐことについて目標値を定め取り組んでいます。 
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〇不登校児の取組みについて 

 区役所で居場所を提供され、その後はどのように進めて行くお考えでしょうか。 

  → 区役所内での居場所の提供とともに、学校内で居場所を設けているケースでは、こど

もサポートネット推進員等を活用し、学校と連携していますが、学校に戻ることを極端

に目的化せず、こどもの生きる力を育む視点から、引き続きこどもの状況に合わせ幅広

いサポートを行ってまいります。 

 

〇学校体育施設開放事業について 

 中学校体育館に設置されたエアコンを使用するにあたり、その費用が公費負担となった

とのことだが、非常に喜ばしいことだと思う。 

 中学校体育館にはエアコンが設置されたが、小学校には設置されないのか。 

  → 防災対策ということで、国費を活用し危機管理室を中心に整備されました。当初は特

定の中学校のみへの設置予定でしたが、クラブ活動が活発である中学校を対象に、全

校に導入という形に改められました。費用の点で課題があり、今のところ小学校体育

館への導入予定はないと、教育委員会、あるいは危機管理室から聞いております。な

お、教育委員会としては、当面、まずは理科室などの特別教室へのエアコン整備を進

めて行くと聞いております。 

 

〇通学路の安全対策について 

・ できることは速やかに対応してほしい。地域としてもできることがあれば協力する。 

  → 学校、地域、警察、工営所とともに協力して対応してまいります。 



別紙１

分野

地域

学識

PTA(中)

産業会

PTA(小)

（阿倍野区教育会議オブザーバー）

阿倍野区教育会議　委員名簿

令和４年７月20日現在　

長楽保育園園長　田伏　普

ながいけ認定こども園理事長　　辰巳　正信

常盤幼稚園園長　　䕃山　純子

阿倍野区中学校校長会幹事　　中西　洋

阿倍野区小学校校長会幹事　　村上　昌志　

現在の委員名

髙岡　祥介

髙市 勢津子

大鳥　真寛

（区PTA協議会会長）

笹川 正明

若林　芳美

（区PTA協議会副会長）



④グローバル人材
育成支援事業

（小学校英語レッスン）
【資料３-１】

ステップアップ

ベーシック

❶グローバル人材育成支援事業
（英語発表会・スピーチコンテスト）

【資料３-１】

①音楽体感事業
【資料３-３】

②教員サポート講習会 ❷アベノキッズサマー
プロジェクト

⑤体力向上支援事業
【資料３-２】

③学校園等支援ボランティア
人材募集事業

❺不登校児などの相談
支援事業（相談）
【資料３-４】

❹不登校児などの相談
支援事業（学習支援）

【資料３-４】

❼児童虐待防止アウトリーチ事業
【資料３-５】

⑥こどもサポートネット事業

❻親力アップ講演会
［就学前の子どもの保護者］

阿倍野区における教育支援の取組み

❸民間事業者を
活用した課外学習

事業

⑦通学路安全プログラム

資料１
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外

★ICT推進に向けた取組み
【資料３-６】

※網掛けは阿倍野区独自事業、
白地は全区共通事業
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事業名 概要 R4予算額 事業名 概要 R4予算額

① 音楽体感事業

小学校の講堂等を会場として、学校の希望する学年に対して、プロの演奏

によるクラシック音楽の鑑賞（楽器や曲紹介を含む）の場を提供することに

より、音楽・芸術に興味をもち、感性豊かな人材の育成につなげる。

370千円 ❶
グローバル人材育成支援事業

【英語発表会・スピーチコンテスト】

小学生英語発表会と中学生英語スピーチコンテストを行うことにより、英語によ

るコミュニケーションを体験する場やネイティブスピーカーとの触れ合いの場を提

供し、英語語学力の向上および異文化理解を促進する。

855千円

② 教員サポート講習会

学校ごとに個別課題（特別支援、ＩＣＴ、道徳教育等）に応じたテーマ

で講習会を開催し、外部専門家を講師に招いて技術・知識の習得等を行

うことで、各教員が自校の課題解決に主体的に取り組むことを支援する。

479千円 ❷ アベノキッズサマープロジェクト

小学生を対象に夏休みを利用して民間事業者や学校などの協力団体と連携

し、ものづくりや環境学習などについて、イベントを通して楽しく学ぶことを目的と

して実施する。

259千円

事業名 概要 R4予算額 事業名 概要 R4予算額

③
学校園等支援ボランティア人

材募集事業

学習支援や環境整備などのさまざまな側面から学校園を支援するボランティ

アの募集を行い、各学校園へ紹介する学校園支援ボランティア人材募集事

業を実施する。

ー千円 ❸
民間事業者を活用した課外学習

事業

区内の中学生を対象として、放課後の学校施設に民間事業者を活用した課

外学習の場を設置し、子どもの習熟に応じた学力向上及び学習習慣の形成

を図る。

701千円

④
グローバル人材育成支援事

業【小学校英語レッスン】

小学３年生からの外国語活動にスムーズに移行できるよう、小学１，２年

生を対象に、学校へネイティブスピーカーを派遣して英語講座を開催する。
1,943千円 ❹

不登校児などの相談支援事業

【学習支援】

区役所内に開設する子どもの居場所を活用し、学習支援に取組み、基礎学

力の定着を図る。
586千円

⑤ 体力向上支援事業

区内市立小学校の体育科授業等へ、学校が指定する種目（鉄棒やとび

箱など）の運動指導員を派遣して技術指導を行うことで、子どもの体力・運

動能力の向上につなげる。

1,108千円 ❺
不登校児などの相談支援事業

【相談】

学校になじめない等の悩みを持つ子どもとその保護者の相談に対応する。

専門的な資格を持った相談員が小・中学校との連携を図り、教員や子ども相

談センター等と連携し、不登校などの専門的な相談に対応する。

また、区役所への来庁が難しい相談者に向け、ICTを活用したオンライン相談

を実施する。

3,648千円

⑥ こどもサポートネット事業

学校でのスクリーニングにより課題を抱える要支援者を発見し、学校と区役

所が連携して保健福祉の支援制度や地域資源の適切な支援につなぎ、要

支援者を社会全体で総合的に支える仕組みとして実施する。

19,254千円 ❻ 親力アップ講演会
就学前の子どもを養育する保護者を対象に、幼児期の教育・子育てに役立つ

テーマで講演会を開催する。
91千円

交通安全・防犯・防災の３観点で児童生徒が安全に通学できるように通学

路の安全確保を図るため、小学校区毎に学校関係者、警察、道路管理者

等、関係機関が連携して合同点検を行い、具体的な対策メニューを検討、

実施する。

区としても通学路の安全確保は重要な課題と認識している。これまでの「通

学路安全プログラム」に加え、区として、学校、建設局、警察を含めた通学

路の安全確認とその対策を検討するプロジェクトチームを新たに立ち上げ、危

険個所の洗い出しや対応策の検討を行う。

12,722千円

阿倍野区における教育支援の取組み概要

学校内ステップアップ事業 学校外ステップアップ事業

学校外ベーシック事業学校内ベーシック事業

阿倍野区要保護児童対策地域協議会として代表者会議、実務者会議、個

別ケース会議を開催。児童虐待の未然防止やリスクの軽減を図るため、社会

福祉士等の専門技術や知識を有する職員2名等を配置して、ハイリスクケース

又は潜在的に虐待リスクの高い家庭を早期に発見し、早期対応を行う。

（ＤＶ相談への対応及び被害者の迅速かつ安全な保護、生活再建に向け

た自立支援）

児童虐待防止アウトリーチ事業❼通学路安全プログラム⑦ ー千円

資料２

ICT推進に向けた取組み
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